
 ４月７日（木）に，本校体育館において，令和４年 

度三次市立三次中学校第 76 回入学式を挙行しました。 

式では，校長先生の挨拶の後，在校生代表として， 

生徒会長 宗久透也くんが歓迎の言葉を贈りました。 

そして，新入生３２名の代表として，藤川暖生くん 

が誓いの言葉を述べました。 

 ここに，校長が式辞の中で述べました次の３つの 

心得について内容を紹介させていただきます。 

① 「何事にも全力で挑戦してほしい」        

何事（各種検定試験，各種コンクール，そして部活動等）にも積極的にチャレンジしてほし

い。努力したことは，合否，入賞の有無に限らず，自分の力として残っていきます。人は，案

外成功した時よりもむしろ失敗したときの方をよく覚えているものであり，それ以後の教訓に生か

しているものです。その中で，自分自身に対する自信を学び，次への大きな力の糧となるのです。 

②「当たり前のことが，一生懸命本気でできる人になろう」 

卒業して高校に行っても，大人になっても，社会人になっても，通用する当たり前のことです。

一つ目は，「時を守る」つまり，時間を守るということ。二つ目は，「礼を正す」つまり，本気の挨

拶や返事ができ礼儀やル-ルを守るということ。三つ目は「場を清める」つまり，整理整頓，掃除が

できるということです。 

三次中学校では，これらのことをただ当たり前にするだけでなく，一生懸命，本気でできる人，

立派にやり遂げる学校をめざしています。 

③「言葉を大切にしてほしい」 

言葉には人を感動させる力があります。人間の魂を揺り動かす力があります。 

「言葉一つで喜んで，言葉一つで泣かされて，言葉一つでけんかして，言葉一つで仲直り」 

たった一言が人の心を傷つけてしまい，たった一言によってその人に生きる勇気と希望を与える

のです。言葉はまるで刃物のように鋭くもあり，生き物のように温かいぬくもりをもつものでもあ

ります。だからこそ私たちは言葉を大切にしたいし，皆さんにも大切にしてもらいたいものです。 

本年度も，「市立三次中学校」は地域に支えられ，地域とともに歩み，地域に価値ある学校づくり

をめざしてまいります。 

保護者の皆様そして地域の皆様には，本校教育への相変わらぬご理解とご支援をいただきますよ

うお願いいたします。 

校長  池田 誠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比熊山! 地域の想いと共に     三次中 
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□小学校からの学び 
 小学校時代には，地域の人や三次市役所等からゲストティーチャーをお招きして比熊山が「稲生

い の う

物怪録
も の の け ろ く

」の舞台の一つであったことや，「昔のように山頂に登って町並みを一望して楽しみ，その長い

歴史を感じてほしい」と地元の方々が比熊山の活性化に向けて取り組んでおられることを知りました。

比熊山がもっともっと私たちの身近な山になるように取組を 

進められている地元の方の熱い想いを，現地にも行って感じ 

ることができました。 

 中学校でも一昨年度，同様な学習を現３年生が行い，次に 

述べるようなボランティア活動に臨んでいます。 
□ボランティア活動を通して 
 ５月２日(月)，全校生徒が縦割り班で 8グループに分かれ，学校の道路沿いや尾関山公園の清掃，比

熊山道の清掃等を行いました．中学３年生をリーダーに，みんな協力して日ごろお世話になっている地

域に貢献しようと取り組みました。その中で，比熊山には 28名の生徒が参加して山道を掃いて下りま

した，昨年度よりは頂上付近の伐採が進み，眼下に三次のまちが大きく見えて眺望が広がり，あずまや

が建立されていることで，比熊山の整備が着実に進んでいることを実感しました。 
【生徒感想より】 

・一番頑張れたことは，１～３年生みんなで山の道をほうきできれいに 

して，次通る人が気持ちよく通りやすくしたことです。 

・次のボランティアのときも，協力して一生懸命やっていきたいと思い 

ました。 
□山頂あずまやの建立について 

 伝説にも登場する「たたり石」に近い山頂に，新設されたあずまやの建設に携わられた 和田健作 さ

んに来校いただき，建立への経緯や地元への想いを１年生に語ってもらいました。 

 現地の木材を切り出して製材し，再度頂上まで搬入された工程は試行錯誤の連続であったようです

が，建立された和田さん 

のその熱い想いを，実際 

に比熊山にも登って感じ 

取ることができました。 

とりわけ，あずまやの 

天井絵を描いた後に本校 

に入学した現中学１年生 

は，感慨ひとしおでした。 

 

 

三次中学校区では，系統的に育成を目指す資質・能力(コミュニケーション・協調性・主体

性)を設定し，地域との連携によるキャリア教育を推進しています。今回は，それぞれの学校

で取り組んでいることの一端を紹介させていただきます。 

https://sancyou.com/09/ha/n13z.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【問い合わせ・意見送付先】市立三次中学校  TEL 0824-62-2896   FAX 0824-62-2899  

 E-mail miyoshi-j@school.miyoshi.hiroshima.jp 

 

 三次小学校も地域や保護者の皆様とつながり，ともに三次小学校教育を創造いただいています。昨

年度に，「三次小学校 子供の学び応援団」を募集しました。多くの方が登録いただき，子供たちのた

めにお手伝いしますという温かいお気持ちを届けていただきました。本当にありがたく，心より感謝

しております。ありがとうございます。昨年度実際に活動いただいた内容を紹介します。 

  

 

 

 

 

 

 

家庭科での調理実習やミシン学習での

サポート，校外学習の引率サポート，図書

室の環境整備，図画工作の授業サポート，

落ち着かない学級の学習サポートをはじ

め，防災学習の指導，花植えやサツマイモ

植え，挨拶運動や見守り活動，本当に多く

の応援団，保護者，地域の皆様が応援団と

して関わってくださいました。せっかく申

し込んでいただいたのに，連絡できなかっ

た方もありました。しっかり情報発信をし

てご参加いただけるよう改善していきた

いと思います。水泳指導の回数を増やすた

め，保護者の皆様のサポートもお願いした

ところ，協力いただける方が多く，感謝し

ております。今年度もお願いします。 

ミシン学習 

 

調理実習 

 

校外学習引率 図書室環境整備 

 

 
 地域とともにある学校 ～地域の皆様に支えられて～  河内小 

今年度もＪＡ三次北部支店，河内地区ＪＡ女性部の皆様，河内地区老人クラブ連合会の皆様の

ご協力の下，田植えを実施することができました。５・６年生では，総合的な学習の時間として，

地域の方との様々な関わりと体験を通した地域学習を行っています。５・６年生は裸足になり田

植えが始まりました。ぬかるんだ田んぼに足を取られながらでしたが，次第に上手に苗を植えて

いけるようになりました。１時間半かけて苗を植え終わった子どもたちは田んぼを見て誇らしげ

でした。今年植えたのは「もち米」です。子供たちそれぞれ，１１月の「ふれ愛祭り」で餅つき

をし，地域の方に振る舞って喜んでもらいたいという願いを持っていました。 

また，5 月２９日（日）の環境整備作業には，朝早くから保護者，地域の皆様にご参加いただ

き，草取り，溝掃除など普段手の回らないところをきれいにしていただきました。きれいになっ

た校庭で子どもたちは元気に外遊びをしています。また，プール掃除もしていただいたので，６

月よりプールで歓声を上げる子どもたちの姿が目に浮かびます。地域の方に支えられて子供たち

は元気に，明るく，のびのびと学校生活を送っています。心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【児童の「お礼のお手紙」より（４年生）】 

 先日は，地域のいろいろな場所を教えてくださり，ありがとうございました。わたしは，ふだん住んでいる

河内に，知らない場所がたくさんあったのでびっくりしました。一番心にのこっているのは，昔の学校の階段

です。昔の子どもたちは，この階段をのぼって学校に通ったのだと知りました。長い時間をかけて，いろいろ

なことを教えてくださり，わたしは，地域のいい所やれきしが伝わる場所を知ることができました。 

 

 

今年はもち米
を植えました。
１０月に稲刈
り・脱穀をし『河
内ふれ愛まつ
り』で餅つきを
する予定です。 

暑い中，地
域・保護者の皆
さん、約７０名
が参加してくだ
さり、校舎をき
れいにしていた
だきました。 


